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川
越
の

手
仕
事

い
つ
も
通
っ
て
い
る
道
に
、
昔
か
ら
あ
る
工
房
や
作
業
場
。

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
知
っ
て
い
る
近
所
の

伯
父
さ
ん
が
、
実
は
凄
腕
の
職
人
だ
っ
た
！

日
本
を
代
表
す
る
伝
統
技
術
が
、

あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
身
近
に
あ
る
と
い
う
こ
と
。

古
い
町
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
い
ま
で
も
息
づ
く
職
人
の
技
。

川
越
の
み
な
ら
ず
日
本
が
誇
る
本
物
の
職
人
た
ち
を
訪
ね
ま
し
た
。

 

文
＝
櫻
井
理
恵　

写
真
＝
須
賀
昭
夫　
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さ
わ
や
か
な
木
の
香
り
に
満
ち
た
作
業
所

で
、
黙
々
と
桶
を
削
る
荒
井
風
呂
桶
店
の
三

代
目
、
荒
井
修
一
氏
は
、
中
学
を
卒
業
し
て

夜
学
に
通
い
な
が
ら
、
十
五
歳
か
ら
桶
を
作

り
続
け
て
い
る
。
壁
に
か
け
ら
れ
た
無
数
の

カ
ン
ナ
の
中
か
ら
、
作
っ
て
い
る
桶
の
サ
イ

ズ
や
曲
線
に
あ
っ
た
も
の
を
選
び
だ
し
、
き

っ
ち
り
と
整
理
さ
れ
た
道
具
箱
を
開
け
閉
め

し
な
が
ら
、
手
際
よ
く
作
業
を
進
め
て
い
く
。

十
枚
か
ら
十
三
枚
の
板
を
組
み
合
わ
せ
、
円

形
に
貼
り
付
け
て
固
定
し
て
か
ら
最
後
に
底

を
は
め
る
ま
で
、
ひ
と
つ
に
つ
き
約
二
日
く

ら
い
で
完
成
す
る
。

「
商
売
だ
か
ら
ね
。
水
が
漏
ら
な
い
桶
を
さ

っ
さ
と
つ
く
ら
な
き
ゃ
、し
ょ
う
が
な
い
よ
」

と
い
う
荒
井
氏
。
そ
の
手
際
に
見
と
れ
て
し

ま
う
が
、
あ
く
ま
で
も
芸
術
で
は
な
く
売
り

物
な
の
だ
。
滑
ら
か
な
板
の
継
ぎ
目
、
き
っ

ち
り
と
合
わ
さ
れ
る
底
。
ひ
と
つ
も
電
子
計

算
の
入
ら
な
い
作
業
工
程
。
正
直
な
と
こ
ろ
、

取
材
を
忘
れ
て
ひ
た
す
ら
目
に
焼
き
つ
け
て

お
き
た
く
な
る
よ
う
な
名
人
技
だ
。

　

そ
も
そ
も
現
在
の
幸
町
・
時
の
鐘
周
辺
は

桶
屋
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
多
賀
（
箍
）
町

と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
歴
史
が
あ
る
。
荒

井
氏
が
六
十
年
前
に
桶
作
り
を
始
め
た
こ
ろ

は
、
ま
だ
風
呂
桶
や
お
櫃
も
日
常
的
に
使
わ

れ
て
お
り
、
生
活
必
需
品
だ
っ
た
。
そ
の
う

ち
に
内
風
呂
も
木
桶
か
ら
金
属
、
ユ
ニ
ッ
ト

バ
ス
が
台
頭
し
始
め
、
現
在
は
手
桶
や
風
呂

椅
子
な
ど
小
ぶ
り
の
も
の
を
中
心
に
作
っ
て

職
人
と
し
て

た
だ
ひ
た
す
ら
に

暮
ら
し
の
道
具
を

作
り
続
け
る

荒
井
風
呂
桶
店　

三
代
目　

荒
井
修
一

川
越
の

手
仕
事

古くから使っている道具
も大切に手入れし、整理
されている

昭和初期に撮影された店
頭の写真。当時の親方と
弟子たちが写る
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桶
が
見
直
さ
れ
て
特
別
発
注
が
き
た
り
、
今

ま
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
を
使
っ
て
い
た
旅

館
や
風
呂
屋
か
ら
の
大
き
な
注
文
も
入
っ
た

り
す
る
こ
と
も
。
そ
れ
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
作

る
工
程
は
も
ち
ろ
ん
変
わ
ら
ず
、
淡
々
と
作

業
を
こ
な
し
て
い
く
。

「
思
っ
た
よ
う
に
で
き
な
い
と
き
も
あ
る
よ
。

ま
だ
ま
だ
っ
て
こ
と
だ
ろ
」
と
七
十
五
歳
に

な
っ
た
今
、
語
る
。
直
系
の
後
継
者
の
目
処

は
今
の
と
こ
ろ
た
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

た
だ
ひ
た
す
ら
に
桶
を
作
り
続
け
る
職
人
の

姿
勢
こ
そ
が
、
歴
史
の
街
、
川
越
を
か
た
ち

作
る
ひ
と
つ
の
要
素
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。

い
る
。

　

木
で
作
ら
れ
た
桶
は
、
約
十
年
は
使
用
で

き
る
ほ
ど
丈
夫
な
も
の
で
、
ま
た
修
理
も
可

能
。
今
で
も
ず
っ
と
使
っ
て
い
る
桶
の
水
漏

れ
を
修
理
に
出
し
て
く
る
街
の
人
も
多
く
い

る
。

　

と
は
い
え
、
以
前
は
川
越
だ
け
で
三
十
軒

近
く
あ
っ
た
桶
屋
も
、
今
で
は
こ
の
荒
井
風

呂
桶
店
の
他
、
数
軒
の
み
。
全
国
的
に
も
職

人
が
少
な
く
、
遠
方
か
ら
荒
井
氏
の
も
と
に

修
行
に
く
る
人
も
多
い
そ
う
。
取
材
時
に
も

二
十
代
前
半
と
思
し
き
青
年
が
や
っ
て
き
て

お
り
、
荒
井
氏
の
作
業
を
真
剣
に
見
て
い
た
。

　

最
近
で
は
海
外
で
も
日
本
の
伝
統
的
な
木

　パタン、パタン、と部屋に響く機織機の上を、
滑るように鮮やかな糸が流れ、少しずつ織られ
ていく布。テキスタイル作家の山本さとこ氏は、
30年ほど前から、仕事を持ちながら機織を学び、
その後同じくテキスタイル作家の飯田氏ととも
にユニットとして「STUDIO羽 65」を立ち上げた。
東大和市と軽井沢にアトリエを構えて、希望者
に機織を教えたり個展を開催したりしながら、
縁あって川越の地に自身のアトリエ兼ギャラリ
ー「なんとうり」を構えたのが 2014年 4月の
こと。弁天横町にある大正時代に建てられた長
屋を改装し、日々仕事にいそしんでいる。
　機織の仕組みは昔から万国共通で、素材や作
られる内容によって織機の種類が変わってくる。
山本氏も数台の織機を所有し、作るものによっ
て使い分けているのだとか。織機自体は大きな
ものだが、分解して収納できるという便利なと
ころも、機織が昔から人々の生活に密着してい
たものだということが窺える。
　織る布の絵柄は綜絖の動きによって柄が変わ
り、地域によって伝統衣装や民芸品に使われる
デザインがあるそう。もちろん素材によっても
それぞれ糸の扱いが違ってくる。
　全体の完成イメージのスケッチをしながら思
うことは、常に日々の暮らしのこと。日常の中
にある簡素な美しさに感動し、ひとつひとつ手
をかけて織る布にその思いを託す。出来上がっ
た布は、その自然に対する感動を忠実に表現し、
時にはぼんやりとした淡さを、時には強く激し
い色彩で表現されている。
　機織の文化も、他の伝統工芸と同じく縮小傾
向にあることは否めない。これからも山本氏が
表現するテキスタイルを通して広がっていくで
あろう伝統工芸に、大いなる期待を寄せたいと
思う。

な
ん
と
う
り

川
越
市
元
町
一

－

十
六

－

四

〇
九
〇

－一
四
〇
〇

－

三
八
一
三

荒
井
風
呂
桶
店

川
越
市
喜
多
町
二

－

一
〇

〇
四
九

－

二
二
二

－

七
一
二
五

手桶のほか、お櫃や
風呂椅子なども製作、
販売している

流れるような手足の動作も、意匠に
沿ってきっちりと計算されている

「自分を表現するためには素
材から作ることもとても大事」。
山本氏が扱うのは主に絹、麻、
ウールなど天然素材のものが
多く、ほとんどを自身で染色
している

川越における桶職人の歴史や桶の作り方に
ついて、詳しく解説していただいた

手先を使うだけではなく、しっかり
と押さえるためには足の指の力も必
要。寸分の狂いもなく板が組み合わ
さるその技に、思わず見惚れる

静
か
に
響
く
機
織
の
音

織
ら
れ
て
い
く
布
に

人
間
の
自
然
な
姿
を
重
ね
て

「
織
る
」

テ
キ
ス
タ
イ
ル
作
家　

山
本
さ
と
こ

̶今、始まる職人の歴史̶
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大
人
に
な
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
ひ
と
が
持

っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
印
鑑
。
契
約
な
ど
の
大

切
な
場
面
で
サ
イ
ン
で
は
な
く
印
鑑
を
使
用

す
る
文
化
は
、
主
に
東
ア
ジ
ア
圏
の
み
。
中

国
が
漢
の
時
代
だ
っ
た
こ
ろ
に
日
本
に
流
入

し
た
文
化
と
い
わ
れ
歴
史
は
古
い
が
、
一
般

の
ひ
と
び
と
が
印
鑑
を
多
用
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
明
治
時
代
か
ら
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。

　

バ
ン
コ
ド
ウ
は
一
八
一
八
年（
文
政
元
年
）

に
川
越
に
て
創
業
。
以
来
、
川
越
の
商
家
や

個
人
の
印
鑑
を
作
り
続
け
て
い
る
。
明
治
時

代
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て
の
「
注
文
明
細

帳
」
を
見
せ
て
い
た
だ
く
と
、
当
時
バ
ン
コ

ド
ウ
に
印
鑑
を
注
文
し
た
顧
客
の
履
歴
が
記

録
さ
れ
て
お
り
、
驚
く
こ
と
に
今
で
も
営
業

し
て
い
る
店
名
や
会
社
名
が
多
い
こ
と
に
気

日
本
特
有
の

印
鑑
文
化
の
継
承

文
字
に
魂
を
吹
き
込
む

彫
刻
技
術
の
真
髄

バ
ン
コ
ド
ウ　
七
代
目　

岡
野
一
明

先々代が作業している
写真。昭和初期ころと
思われる

六種の印刀を駆使し、
小さな面を的確に彫っ
ていく

づ
く
。
川
越
の
リ
ア
ル
な
歴
史
に
触
れ
た
瞬

間
で
も
あ
っ
た
。

　

現
在
、
本
店
と
ア
ト
レ
店
を
管
理
す
る
の

は
七
代
目
の
岡
野
一
明
氏
。
十
九
歳
か
ら
四

年
間
、
神
奈
川
に
あ
る
印
鑑
彫
刻
士
の
た
め

の
訓
練
校
に
通
い
、
跡
目
を
継
い
だ
。
一
級

彫
刻
技
能
士
に
な
る
た
め
に
、
月
曜
か
ら
金

曜
は
印
鑑
彫
刻
の
店
舗
で
働
き
、
土
日
に
訓

練
校
に
通
っ
た
と
い
う
。
量
販
店
で
気
軽
に

印
鑑
が
買
え
、
自
動
印
鑑
彫
刻
機
さ
え
あ
る

今
、
な
ぜ
ひ
と
の
手
で
彫
る
印
鑑
が
必
要
な

の
か
。

　

刀
を
…
…
昔　

武
士
は
魂
と
し
た

　

印
は　

あ
な
た
の
魂
で
あ
る
べ
き
だ

　

捺
印
し
た
瞬
間
か
ら　

無
言
の
口
を
き
く

　

大
切
に
し
て
ほ
し
い

川
越
の

手
仕
事
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個
々
の
名
前
を
彫
る
、
と
い
う
こ
と
。
そ

れ
は
印
鑑
彫
刻
士
に
と
っ
て
そ
の
人
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
少
な
か
ら
ず
関
わ
る
こ
と

で
あ
る
。
同
じ
人
間
は
い
な
い
の
だ
か
ら
、

そ
れ
を
誰
か
と
共
有
す
る
こ
と
も
で
き
な
い

は
ず
。
だ
か
ら
、
彫
刻
士
は
そ
の
人
の
名
前

を
表
す
文
字
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
オ
リ
ジ
ナ
ル

で
考
案
し
、
自
ら
の
手
で
彫
る
こ
と
に
よ
っ

て
唯
一
無
二
の
も
の
を
作
り
上
げ
る
。
印
鑑

は
篆
書
や
楷
書
な
ど
、
使
用
す
る
書
体
は
あ

る
程
度
決
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
オ
リ
ジ

ナ
リ
テ
ィ
を
加
え
て
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
く
の

が
職
人
技
で
、
プ
ロ
が
見
る
と
同
じ
書
体
で

も
そ
れ
ぞ
れ
味
わ
い
が
違
っ
て
く
る
の
だ
と

か
。
材
料
は
柘
植
や
黒
水
牛
、
牛
角
な
ど
。

い
ま
で
は
な
か
な
か
手
に
入
り
に
く
い
も
の

も
あ
る
そ
う
だ
。
刃
の
厚
さ
を
変
え
た
六
種

の
印
刀
を
駆
使
し
て
彫
り
上
げ
る
。
彫
刻
士

の
手
に
し
っ
か
り
馴
染
む
よ
う
、
道
具
は
す

べ
て
手
作
り
だ
。

　

取
材
中
、
私
の
名
前
の
印
鑑
を
彫
っ
て
い

た
だ
い
た
。
直
径
約
一
セ
ン
チ
強
の
面
を
、

迷
う
こ
と
な
く
指
先
が
す
べ
る
よ
う
に
動
く
。

よ
く
よ
く
考
え
れ
ば
、印
鑑
な
の
だ
か
ら
字
が

表
裏
逆
で
あ
る
。
岡
野
氏
は
、
表
裏
逆
の
文

字
は
だ
い
た
い
す
ぐ
に
頭
に
浮
か
ぶ
と
い
う
。

　

で
き
あ
が
っ
た
印
鑑
の
書
体
は
、
今
ま
で

に
見
た
こ
と
の
な
か
っ
た
繊
細
な
女
性
ら
し

い
デ
ザ
イ
ン
。
そ
っ
と
捺
印
し
た
瞬
間
に
、

印
鑑
と
自
分
が
ぴ
っ
た
り
と
合
わ
さ
っ
た
よ

う
な
気
が
し
た
。

バ
ン
コ
ド
ウ
（
本
店
）

川
越
市
仲
町
二

－

一
二

〇
四
九

－

二
二
二

－

〇
一
三
五

日
曜
・
祝
日
定
休

印鑑の発注があると、ひ
とまず紙に字を起こす。
いわゆる原案として無数
に保存されている下書き。
美しい字体が揃う

印鑑彫刻の手順は、デザ
インを決めた後に「字入
れ」「荒彫り」「仕上げ」
と段階を踏む。棒台など
を使って梃の原理で彫り
進めていく

明治時代から残る「注
文明細帳」。依頼元の
情報と収めた印鑑の
図柄が収められてい
る、貴重な資料だ

　札の辻に近い長屋の一角で「haze」を運営す
る寺澤勇樹氏は、和蝋燭に魅せられ、2012年
からその伝統的な製造手法や歴史を研究してい
る。櫨

はぜ

から作られる和蝋燭の始まりは室町時代
といわれ、その後江戸から明治にかけて、製造
数量はピークを迎えた。当時、和蝋燭を使うの
は裕福な商家や武家がほとんどだたが、後に安
価で大量生産が可能な洋蝋燭が一般的になり、
現在、和蝋燭を作る工房は日本にも十数か所ほ
どと減少してしまっている。
　和蝋燭は「櫨蝋」、「芯」、「手がけ製法」の 3

つから作られる。櫨の栽培農家や蝋の製造業者
も少なくなり、原料は九州から買い付けている。
蝋にも種類があり、少し茶色がかったものを生
蝋、天日干しをして白くなったものを白蝋とい
う。芯はイグサと和紙と綿でできており、炎を
つけたときに解けた蝋を芯が吸い込み、西洋蝋
燭ほど蝋が垂れないのが特徴だ。
　これらの材料を使い「手がけ製法」で蝋燭の
形にしていく。約50度にあたためた蝋を串に
さした芯に素手で丁寧にかけることを「荒がけ」、
さらに約40度に温度を保ちながら、規定の太
さになるまで蝋を塗り重ねることを「本がけ」、
仕上げとして「上がけ」を行い、熱した包丁で
不要部分を切り落とせば完成だ。表面には職人
の手のあとが残り、塗り重ねることで断面は年
輪のようになる。植物性の蝋に灯る炎は、融点
が低いこともありやや暗めで洋蝋燭よりもやわ
らかく不規則な揺らぎを楽しめる。
　寺澤氏は和蝋燭の伝統を残す一方で、オリジ
ナルの彩色を施して現代風にアレンジした商品
を作ったり、製造の実演を行ったりしながら広
く和蝋燭の魅力を広めたいという思いで川越の
地を工房とした。江戸情緒残るこの地に、ぜひ
根付いてもらいたい和の伝統のひとつである。

和
蝋
燭 haze

（
ヘ
イ
ズ
）

川
越
市
元
町
一

－

一
二

－

六

〇
七
〇

－

五
五
六
三

－

四
八
六
二

水
曜
定
休

手で直に蝋をかけていく伝統的な手が
け製法。一度に複数本を扱う

あたたかく不規則に揺らめく
炎は和蝋燭ならでは。植物性
の素材なので燃焼時の匂いも
少なく、見ていると不思議と
心がやすらぐ

和
蝋
燭　

寺
澤
勇
樹

「
同
じ
火
に
は
、二
度
と
会
え
な
い
」

日
本
古
来
の
炎
に
魅
せ
ら
れ
た

和
蝋
燭
の
研
究
者

「
重
ね
る
」

̶今、始まる職人の歴史̶
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十
一
代
目
一
力
齋　

土
屋
一
男

　

お
盆
の
時
期
や
夏
祭
り
、
な
ん
と
い
っ
て

も
秋
の
川
越
祭
り
な
ど
、
思
え
ば
川
越
に
住

ん
で
い
る
と
よ
く
目
に
す
る
提
灯
。
家
紋
や

名
前
が
入
っ
て
い
た
り
、
神
社
に
い
く
と
カ

ラ
フ
ル
な
絵
が
施
さ
れ
た
も
の
も
見
か
け
る

こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

大
手
町
に
店
を
構
え
る
津
知
屋
提
灯
店
の

店
先
で
は
十
二
代
目
の
土
屋
潤
一
氏
が
、
奥

の
作
業
場
で
は
十
一
代
目
の
土
屋
一
男
氏
が

黙
々
と
提
灯
に
字
を
入
れ
て
い
る
。

　

お
盆
時
期
や
祭
り
前
は
、
特
に
新
規
注
文

や
修
理
の
依
頼
が
殺
到
す
る
と
い
う
。
そ
れ

一
六
五
九
年
創
業

川
越
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

提
灯
屋
が
守
る

手
書
き
の
伝
統

家紋の図案はすべて決ま
っていると思われがちだ
が、職人によって線の数
や曲線の具合など、少し
ずつデザインが違ってく
るという

先代が提灯にいれる文
字や図案をメモしてい
たという帳面は、いま
も参考にしているとい
う。日本の伝統の柄な
どが細かく記されてい
る

も
そ
の
は
ず
、
現
在
川
越
市
内
で
は
提
灯
屋

が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
、
近
隣
の
市
や
都
内

な
ど
か
ら
も
こ
こ
に
依
頼
が
集
ま
っ
て
く
る

の
だ
。
ほ
か
の
伝
統
文
化
と
同
じ
よ
う
に
い

ま
で
は
提
灯
の
文
字
も
プ
リ
ン
ト
で
簡
単
に

大
量
生
産
が
可
能
だ
が
、
そ
こ
は
や
は
り
歴

史
あ
る
城
下
町
川
越
、
老
舗
の
提
灯
屋
で
名

前
を
入
れ
て
も
ら
う
こ
と
に
こ
だ
わ
る
粋
な

住
人
は
ま
だ
ま
だ
多
い
。

　

津
知
屋
提
灯
店
の
歴
史
は
古
く
、
創
業
は

一
六
五
九
年
（
万
治
二
年
）。
南
町
（
現
在

の
幸
町
）
で
柳
田
家
が
世
襲
し
て
い
た
。
一

力
齋
を
屋
号
に
し
た
の
は
五
代
目
の
一
力
齋

ソ
蝶
か
ら
。
以
後
、
代
々
の
当
主
が
こ
の
屋

号
を
名
乗
っ
て
い
る
。
九
代
目
の
柳
田
惣
次

郎
に
は
跡
継
ぎ
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
明
治

か
ら
修
行
を
し
て
い
た
土
屋
房
吉
氏
に
十
代

目
を
継
が
せ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
津
知

屋
提
灯
店
と
し
て
大
手
町
に
開
業
し
て
現
在

に
至
る
。

　

提
灯
の
制
作
現
場
を
覗
い
て
み
る
と
、
同

じ
家
紋
の
入
っ
た
提
灯
が
た
く
さ
ん
並
ん
で

い
た
。
一
見
し
た
と
こ
ろ
全
く
同
じ
に
見
え

る
が
、
も
ち
ろ
ん
ひ
と
つ
ず
つ
手
描
き
。
ぶ

川
越
の

手
仕
事
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　作業場の中に見慣れない細い竹が立てかけら
れている。その横で黙々と作業をすすめるのは、
志多町在住の江戸和竿の竿師、小春友樹氏だ。
現在の釣り具はグラスファイバー、カーボンフ
ァイバーを使った軽いものが主流だが、小春氏
が作るのは江戸時代から続く伝統的なスタイル
のもの。釣る魚や使うひとの好みによって、竿
のしなり具合、太さ、長さを調整して作られる。
　江戸和竿の特徴は「しまいこみ」と呼ばれ、
竿を分解して節ごとに収納できること。しかし、
ひとことで「収納」といっても、素材は既製品
ではなく自生している矢竹を使用するため、簡
単に節が揃うわけではない。まず竹の採集（そ
の自生場所を竿師は絶対に口外しない）をした
後、約 2年室内で寝かせる。その後注文に合わ
せて保管してある竹のなかから、節の合いそう
なものをピックアップしていくのだ。ひとつと
して同じものがない素材からぴったりのものを
選択することが大変難しい。
　竹を選択したあと、炭をいれて材質をまっす
ぐに補正したり、長さの調整、空洞のヤスリが
け、最後に漆を塗るなど、出来上がりまでには
約 120の工程があり、だいだい 1ヶ月で 5、6

竿ほどしか作ることができないそう。
　釣好きが高じた小春氏は、6年前に三久保町
に住む高名な竿師のところへ弟子入りした。道
具もすべて手作りし、すでに販売していないも
のは譲り受けたものを大切に使っている。竿の
作成は注文制だが、現在ではバス釣りを楽しん
でいる若いひとたちが和竿に興味を持ち、注文
が多くなってきたという。とはいえ、納品は約
半年まち。和竿職人の技術は全国的にも引き継
ぐものが少なく、技術継承は風前の灯火ともい
える状況下、小春氏はその伝統を守っていくこ
とを決めている。

江
戸
和
竿  

小
春
友
樹

川
越
市
志
多
町
十
三

－

四
〇

〇
九
〇

－

一
五
四
二

－

四
二
七
八

小さいころから新河岸川や伊佐沼で
釣りに興じていた小春氏

和竿は節ごとに並べたとき、
扇状になるものが美しいとい
われる。江戸時代には商家の
旦那が和竿をこっそり懐に忍
ばせて釣りをしに店を抜け出
していたのだとか。なんとも
粋な趣味だ

江
戸
和
竿　

小
春
友
樹

一
力
齋  

津
知
屋
提
灯
店

川
越
市
大
手
町
二

－

四

〇
四
九

－

二
二
二

－

一
〇
五
三

日
曜
・
祝
日
定
休

約五十年前に十代目一力齋
によって描かれた地口絵の
燈籠で、ある神社に置かれ
ていたもの。半世紀以上経
た今もほとんど当時のまま
に残されている

提灯は江戸文字筆を使って
字を入れていく。室内には
ほんのりと墨の香りが漂う

作業場にお孫さんが遊びに
くることも。「なんにも出
来なくなっちゃうよ」と目
を細める

店頭で作業する十二代目。
頭上には乾燥中の提灯が
下がっている

ん
ま
わ
し
（
コ
ン
パ
ス
）
で
円
だ
け
描
い
た

ら
、
何
も
見
ず
に
ま
っ
さ
ら
な
提
灯
に
墨
で

す
る
す
る
と
下
書
き
を
し
て
い
く
。
十
一
代

目
の
頭
の
中
に
は
、
だ
い
た
い
の
家
紋
が
記

憶
さ
れ
て
い
て
、
ほ
と
ん
ど
何
も
見
ず
に
描

く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
細
い
筆
で
下
書

き
を
終
え
る
と
、
次
は
全
体
を
太
ら
せ
文
字

を
作
っ
て
い
く
。
例
え
ば
催
事
用
に
同
じ
も

の
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
も
、
手
書
き
と
は
思

え
な
い
ほ
ど
ま
っ
た
く
同
じ
に
見
え
る
の
だ

か
ら
、
す
ご
い
。「
昔
か
ら
こ
れ
ば
っ
か
り

だ
も
ん
、
覚
え
ち
ゃ
う
よ
」
と
言
い
な
が
ら
、

家
紋
の
歴
史
や
提
灯
文
字
に
つ
い
て
説
明
し

て
く
れ
る
一
男
氏
。
そ
の
間
も
手
は
休
ま
ず

に
動
か
し
続
け
る
。

　

津
知
屋
提
灯
店
は
伝
統
手
法
で
描
か
れ
る

地
口
絵
で
も
有
名
。
灯
籠
絵
と
も
呼
ば
れ
、

祭
礼
の
装
飾
品
と
し
て
神
社
で
み
る
こ
と
が

多
く
、
カ
ラ
フ
ル
な
絵
に
百
人
一
首
や
歌
舞

伎
の
台
詞
、
諺
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
店

に
は
江
戸
時
代
か
ら
の
図
案
の
お
手
本
が
約

千
種
類
ほ
ど
残
さ
れ
て
お
り
、
日
本
で
も
類

を
み
な
い
保
管
数
だ
。

　

取
材
の
最
後
に
店
頭
で
作
業
を
し
て
い
た

十
二
代
目
の
潤
一
氏
に
、
こ
の
歴
史
あ
る
家

業
に
つ
い
て
聞
い
て
み
た
。「
自
分
や
家
の

も
の
は
も
ち
ろ
ん
だ
け
ど
、
近
所
の
ひ
と
に

と
っ
て
も
提
灯
は
い
つ
で
も
身
近
に
あ
る
も

の
な
ん
で
す
よ
ね
」。
生
活
の
側
に
あ
っ
て
、

い
つ
で
も
触
れ
ら
れ
る
こ
と
。
そ
れ
は
伝
統

文
化
が
次
世
代
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
き
っ

か
け
に
な
っ
て
い
く
。
川
越
と
い
う
土
地
で

は
、
そ
れ
が
自
然
に
行
な
わ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。

美
し
い
江
戸
の
伝
統
和
竿

そ
の
技
術
を
引
き
継
ぐ

若
き
川
越
の
竿
師

「
継
ぐ
」

̶今、始まる職人の歴史̶
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壁
際
に
は
、
新
聞
紙
に
く
る
ま
れ
た
鋸
が

無
数
に
並
ぶ
。
す
べ
て
新
規
の
注
文
や
修
理

依
頼
の
品
だ
。
日
本
国
内
の
大
工
さ
ん
か
ら

は
も
ち
ろ
ん
、
海
外
の
家
具
職
人
た
ち
か
ら

の
海
を
越
え
た
依
頼
も
多
い
。

「
先
代
の
作
る
美
し
い
鋸
に
、惚
れ
た
ん
だ
」

と
語
る
の
は
、
鋸
鍛
冶
の
名
門
、
五
代
目
中

屋
瀧
次
郎
を
継
承
し
た
伊
藤
守
氏
。
元
は
入

間
基
地
で
航
空
機
整
備
を
行
な
っ
て
い
た
国

家
公
務
員
。
整
備
の
仕
事
は
好
き
だ
っ
た
が
、

ど
う
し
て
も
手
仕
事
の
職
に
就
き
た
く
て
、

休
み
を
利
用
し
て
は
国
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
職

人
の
も
と
を
訪
ね
て
ま
わ
っ
た
と
い
う
。
ふ

と
し
た
縁
か
ら
石
原
町
で
鋸
鍛
冶
を
し
て
い

た
先
代
、
半
七
親
方
に
弟
子
入
り
し
た
の
が

二
十
三
歳
の
頃
。
石
屋
や
竹
細
工
の
職
人
は

訪
ね
た
が
、
鋸
に
つ
い
て
の
予
備
知
識
は
一

切
な
し
。
だ
か
ら
こ
そ
、
先
代
の
作
っ
た
鋸

の
美
し
さ
に
あ
っ
と
い
う
間
に
目
を
奪
わ
れ

て
し
ま
っ
た
。

　

以
来
、
親
方
の
も
と
で
修
行
を
重
ね
る
。

弟
子
と
し
て
さ
ぞ
厳
し
い
修
行
時
代
を
送
っ

た
の
だ
ろ
う
と
思
い
き
や
、
先
代
は
と
て
も

優
し
か
っ
た
の
だ
そ
う
。「
で
き
な
く
て
当

た
り
前
だ
」「
も
う
す
ぐ
で
き
る
よ
う
に
な

る
」。
あ
る
と
き
、
ヒ
ビ
の
入
っ
た
鋸
の
修

理
中
に
刃
が
折
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
し
か
し
先
代
は
決
し
て
怒
ら
ず
に
依
頼

主
に
連
絡
を
い
れ
、
伊
藤
氏
を
責
め
る
こ
と

は
な
か
っ
た
と
い
う
。
お
互
い
が
信
頼
を
深

め
て
い
く
中
、
伊
藤
氏
が
弟
子
入
り
し
て
約

関
東
随
一
の
鋸
鍛
冶

卓
越
し
た
技
術
の

先
に
溢
れ
る

道
具
と
使
い
手
へ
の
思
い

五
代
目
中
屋
瀧
次
郎　

伊
藤 

守

国内のみならず海外でも
伊藤氏の鍛冶職人として
の腕は有名。海を渡って
やってくる道具も、その
作業内容や風習を確認し
ながら修理を施していく

取材時に扱っていたのは、
明治時代の蔵を解体する
ときに手に入れた和釘。
やわらかい和鉄の素材は
切り出しナイフなどに適
しているという

川
越
の

手
仕
事
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十
年
後
に
親
方
が
体
調
を
崩
し
て
し
ま
う
。

伊
藤
氏
は
自
身
で
す
べ
て
の
注
文
を
こ
な
し
、

病
床
の
先
代
の
指
示
を
受
け
な
が
ら
鋸
職
人

を
続
け
て
き
た
。
便
利
な
道
具
が
量
産
さ
れ
、

鋸
を
扱
う
顧
客
も
減
っ
て
き
て
、
一
時
は
こ

の
職
の
継
続
も
危
ぶ
ま
れ
る
時
代
が
あ
っ
た

と
い
う
。
し
か
し
先
代
の
娘
で
あ
る
敬
子
さ

ん
と
所
帯
を
も
ち
、
二
人
三
脚
で
そ
れ
を
乗

り
越
え
た
今
、
昔
な
が
ら
の
技
術
で
鋸
を
作

る
伊
藤
氏
の
も
と
へ
は
年
々
注
文
が
増
え
て

い
る
と
い
う
。
幕
末
か
ら
同
じ
場
所
に
あ
る

細
工
場
で
は
、
い
ま
で
も
コ
ー
ク
ス
で
は
な

く
松
炭
で
鞴
を
使
っ
て
火
を
お
こ
し
て
い
る

し
、
仕
上
げ
は
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
は
使
わ
ず
に

セ
ン
が
け
を
し
、
明
治
時
代
か
ら
の
手
法
を

守
り
続
け
て
い
る
。

　

伊
藤
氏
の
手
が
け
る
鋸
は
、
丸
太
を
切
る

よ
う
な
大
き
な
前
挽
か
ら
細
か
い
作
業
の
た

め
の
畔
挽
鋸
な
ど
多
岐
に
渡
り
、
使
い
手
の

職
種
は
も
ち
ろ
ん
切
る
素
材
ま
で
サ
ン
プ
ル

を
も
ら
っ
て
調
整
し
て
い
る
。
一
方
、
一
般

の
ひ
と
か
ら
鋏
や
包
丁
な
ど
の
修
理
依
頼
も

あ
る
と
い
う
。
そ
う
い
う
場
合
、
も
う
修
理

す
る
よ
り
も
買
っ
た
方
が
い
い
の
で
は
…
と

進
言
し
た
く
な
る
道
具
も
。
し
か
し
伊
藤
氏

が
強
く
感
じ
る
の
は
、
そ
の
道
具
に
込
め
ら

れ
た
使
い
手
の
強
い
思
い
。
決
し
て
高
価
な

道
具
で
な
く
て
も
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
時
代

か
ら
使
っ
て
い
る
包
丁
、
嫁
入
り
で
お
母
さ

ん
が
持
た
せ
て
く
れ
た
裁
ち
鋏
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ス
ト
ー
リ
ー
が
道
具
の
中
に
息
づ
い
て
い

五
代
目
中
屋
瀧
次
郎

川
越
市
石
原
町
一

－

八

－

六

〇
四
九

－

二
二
四

－

三
二
〇
〇

る
の
を
感
じ
る
の
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、
他

店
で
修
理
不
可
能
と
い
わ
れ
た
道
具
を
き
ち

ん
と
修
理
し
て
し
ま
う
の
が
、
鍛
冶
職
人
伊

藤
守
の
す
ご
い
と
こ
ろ
。
道
具
は
新
し
い
命

を
吹
き
込
ま
れ
て
、
ま
た
持
ち
主
の
と
こ
ろ

へ
戻
っ
て
行
く
の
で
あ
る
。

　

い
ま
、
伊
藤
氏
の
と
こ
ろ
に
次
の
中
屋
瀧

次
郎
と
な
る
跡
取
り
は
い
な
い
。
若
い
ひ
と

が
修
行
で
食
べ
て
行
け
る
時
代
で
は
な
い
、

と
い
う
こ
と
だ
。
一
方
で
は
イ
ベ
ン
ト
な
ど

に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
小
中
学
生
を
中
心

に
鋸
で
木
を
挽
く
楽
し
さ
を
伝
え
続
け
て
い

る
。

「
ま
だ
ま
だ
う
ま
く
な
る
よ
」
と
い
う
先
代

の
口
癖
が
耳
に
残
る
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
の

鍛
冶
の
こ
と
、
変
遷
す
る
使
い
手
と
道
具
の

こ
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
が
積
み
重
な
る
中
、

関
東
随
一
と
い
わ
れ
る
名
匠
五
代
目
中
屋
瀧

次
郎
は
、
川
越
の
こ
の
地
で
黙
々
と
腕
を
磨

き
続
け
て
い
る
。

江戸末期からこの場所で
代々鋸鍛冶を営む。時代
の重みを感じる、凛とし
た空気に圧倒される 前挽鋸とよばれる大きな

鋸。コツをつかめば子ど
もでも木を切れるという
から驚き

伊藤氏の細工場。鍛冶場
の上には神様が祀られて
いる

センがけの作業にでてくる
セン屑。いまではなかなか
見ることができない、昔な
がらの作業のひとつだ

五代目中屋瀧次郎の名が刻
まれた鋸。「外国のお客さ
んなんか、もっと読みやす
くしてくれっていうけどね」

横座に座れるのは親方か
一番弟子のみ。鍛冶場は
「女がまたいではいけな
い」「足をかけたり腰掛
けたりしてはいけない」
「道具や材料に簡単に触
れてはいけない」などの
決まりごとがある
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1990年生まれ。川越市出身。
2012年東京工芸大学芸術学部写真学科
卒業。一般財団法人日本カメラ財団勤務

1951年 宮崎県生まれ。東京藝術大学大
学院美術研究科彫刻専攻修了。現代日本
具象彫刻展大賞受賞（1994年）、日向現
代彫刻展市民大賞受賞（2002年）など。
個展も多数開催。現在は川越の伊佐沼工
房（049-224-5101）にて制作活動中。

果てしなく続く長い道Ⅱ 水守

櫻井由理
　　　

田中 毅
彫刻家

a r t  o f  k a w a g o e  2 a r t  o f  k a w a g o e  1
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河越抹茶 を訪ねて

川越に関する文献を繙くと、「河越茶」に関する
内容が見受けられることがある。
全国的に有名な狭山茶ではなく、あえて
河越（川越）の名が冠されるお茶のこと。
みなさんはご存知ですか？
 文＝櫻井理恵　写真・資料提供＝株式会社十吉　イラスト＝上坂じゅりこ　写真＝櫻井由理
協力＝落合義明氏（山形大学准教授）／狭山碾茶工房 明日香／NPO法人河越抹茶の会

※内容は河越茶に関する資料をもとに作成しております。河越茶（抹茶）に関する歴史は諸説あります。
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埼
玉
県
西
部
は
狭
山
茶
の
産
地
と
し
て
有

名
だ
が
、
そ
の
お
茶
の
伝
来
に
つ
い
て
は
諸

説
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
日
本
に
お
け
る
茶
の
文
化
は
、

遣
唐
使
に
よ
っ
て
中
国
か
ら
伝
え
ら
れ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。
河
越
茶
に
関
す
る
記
述
は
、

南
北
朝
時
代
の
『
異
制
庭
訓
往
来
』
に
初
見

さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
茶
の
産
地
と
し
て
、「
武

蔵
河
越
茶
」
も
明
記
さ
れ
て
い
る
。
当
時
茶

産
地
形
成
の
役
割
を
担
っ
た
の
が
寺
院
で
あ

り
、
京
都
の
栂
尾
、
仁
和
寺
、
大
和
の
室
生

寺
、
伊
勢
の
河
居
寺
、
駿
河
の
清
見
寺
、
武

蔵
河
越
の
無
量
寿
寺
（
現
在
の
中
院
）
が
記

さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
中
院
に
は
、
最
澄
の

弟
子
で
あ
っ
た
円
仁
が
こ
の
寺
を
創
設
（
八

三
〇
年
）
し
た
際
、
京
よ
り
茶
を
持
ち
帰
り
、

境
内
で
栽
培
を
は
じ
め
た
と
い
う
説
が
あ
り
、

現
在
の
中
院
に
は
そ
の
碑
も
あ
る
。

　

ま
た
平
安
時
代
末
期
に
現
在
の
川
越
市
上

戸
に
館
を
構
え
た
河
越
氏
が
茶
を
栽
培
し
て

い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
河
越
氏
の
館
の

発
掘
で
は
茶
臼
や
茶
壺
な
ど
も
出
土
し
て
お

り
、
鎌
倉
中
期
以
降
に
北
条
得
宗
家
と
密
接

な
関
わ
り
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
河
越
氏

が
茶
を
た
し
な
み
、
以
後
栽
培
や
製
法
が
広

ま
っ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

特
に
、
鎌
倉
時
代
に
は
栄
西
禅
師
に
よ
っ
て

『
喫
茶
養
生
記
』
が
著
さ
れ
、
薬
用
と
し
て

の
利
用
か
ら
も
武
士
や
僧
侶
の
生
活
に
欠
か

せ
な
い
風
習
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　

そ
の
後
、
戦
国
時
代
の
争
乱
の
中
で
栽
培

し
て
い
た
寺
院
・
武
士
が
衰
退
す
る
と
と
も

に
茶
産
地
も
荒
廃
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

江
戸
時
代
中
期
に
な
る
と
、
宇
治
の
永
谷

宗
円
に
よ
っ
て
煎
茶
が
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
江
戸
で
「
天
下
一
」
の
茶
と
し
て
人

お
茶
の
歴
史
と

川
越

茶摘みの様子。
（2005、2006年落合義明氏）中院にある河越茶・狭山茶に関する碑。

現代の河越抹茶は埼
玉県西部地域（川越、
狭山、所沢など）を
中心とした「旧河越
領」にある茶園でつ
くられている。右図
は中世に河越氏が統
治していた「河越荘」
の分布図。その勢力
が広範囲に渡ってい
たことがうかがえる。

気
を
博
し
、「
お
茶
壺
道
中
」
と
い
わ
れ
、
宇

治
茶
は
東
海
道
を
上
り
江
戸
に
運
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
や
が
て
、
江
戸
に
近
い
狭
山

地
域
で
河
越
茶
が
復
興
さ
れ
、
狭
山
丘
陵
か

ら
加
治
丘
陵
に
ま
た
が
る
茶
の
栽
培
に
適
し

た
地
域
に
急
速
に
広
ま
り
、
宇
治
茶
に
劣
ら

な
い
品
質
の
茶
の
製
法
を
確
立
し
て
い
っ
た
。

「
狭
山
生
ま
れ
の
宇
治
製
法
」
の
茶
と
し
て

ま
す
ま
す
生
産
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
っ
た
。

こ
う
し
て
、
現
在
で
も
埼
玉
県
西
部
地
域
は

茶
の
栽
培
が
盛
ん
だ
が
、
そ
の
背
景
に
は
徳

川
に
よ
る
江
戸
幕
府
創
設
に
と
も
な
い
関
東

が
政
治
や
文
化
の
中
心
と
な
っ
た
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
地
域
の
お
茶
の
産
地
と

し
て
は
北
限
と
い
わ
れ
、
冬
の
寒
さ
を
越
え

て
出
る
芽
は
旨
み
が
凝
縮
さ
れ
、
ま
ろ
や
か

な
甘
み
と
コ
ク
が
特
徴
で
あ
る
。

　

時
代
の
変
遷
と
と
も
に
、
そ
の
時
代
に
あ

っ
た
お
茶
が
作
ら
れ
て
き
た
。
最
近
で
は
、

河
越
茶
が
数
百
年
の
時
を
超
え
新
た
な
ブ
ラ

ン
ド
「
河
越
抹
茶
」
と
し
て
蘇
り
、
川
越
市

内
を
中
心
に
つ
ぎ
つ
ぎ
と
河
越
抹
茶
を
使
っ

た
商
品
が
開
発
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
、
こ
の
埼
玉
県
西
部
に
お
け
る
お
茶

の
来
歴
に
触
れ
、
周
辺
地
域
に
広
く
及
ぶ
大

き
な
歴
史
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
た

め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
古
く
て

新
し
い
特
産
物
「
河
越
抹
茶
」。
今
後
も
期

待
を
込
め
て
注
目
し
た
い
。

坂戸市

鳩山町

毛呂山町

日高市

鶴ケ島市

狭山市

川越市

上福岡市

大井町 富士見市

上尾市

川島町

伊豆丸

石田
鴨田
伊佐沼

仙波

須奈

小室
今成

豊田
大袋

奥富

池辺
的場 小ヶ谷

谷中

宿粒

福田府川

東明寺

寺山
犬竹

鯨井
脚折

森戸

善能寺

宿谷

葛貫 多波目

網代

小窪
上戸

吉田

浄楽寺
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埼
玉
県
西
部
地
域
に
は
各
所
に

茶
場
碑
が
存
在
し
て
い
る
。

茶
場
碑
と
は
お
茶
の
復
興
や
来
歴
を

石
に
刻
ん
だ
も
の
で
、

狭
山
茶
の
歴
史
に
つ
い
て

伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

茶
場
碑
を

巡
る

製
茶
器
械
開
発
に

人
生
を
か
け
た

高
林
謙
三

　

高
林
謙
三
翁
（
以
下
、
謙
三
翁
）
は
、
天

保
三
年
（
一
八
三
二
）
武
蔵
国
高
麗
郡
平
澤

村
の
百
姓
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
困
窮

し
た
暮
ら
し
だ
っ
た
が
、
志
を
立
て
十
六
歳

か
ら
皇
国
医
法
を
四
年
、
二
十
歳
で
西
洋
医

学
、
二
十
一
歳
の
時
に
佐
倉
藩
侍
医
順
天
堂

佐
藤
尚
中
に
学
ん
だ
。
二
十
五
歳
の
春
、
川

越
町
の
薬
種
問
屋
の
娘
と
結
婚
、
小
仙
波
村

で
医
院
を
開
業
し
、
三
十
歳
で
小
仙
波
村
琵

琶
橋
に
土
地
を
求
め
立
派
な
医
院
を
建
て
た
。

三
十
二
歳
の
時
に
、
川
越
藩
主
松
平
大
和
守

の
抱
え
医
と
な
り
名
声
に
拍
車
を
か
け
西
洋

医
の
権
威
者
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
の
開
港
後
、
日

本
の
輸
出
品
は
僅
か
に
茶
と
生
糸
だ
け
で
、

貿
易
不
均
衡
は
拡
大
し
た
。
そ
こ
で
国
を
憂

い
た
謙
三
翁
は
「
茶
の
増
産
こ
そ
が
国
家
百

年
の
大
計
で
あ
る
」
と
一
念
発
起
し
、
自
ら

の
私
財
を
投
じ
て
茶
業
を
興
す
決
意
を
し
た
。

明
治
二
年
三
十
八
歳
の
時
、
付
近
の
山
林
四

町
歩
（
約
４
ha
）
を
求
め
、
開
墾
し
、
茶
の

種
を
蒔
い
た
。
明
治
十
年
よ
り
製
造
を
は
じ

め
た
が
、
手
揉
製
茶
の
生
産
性
の
低
さ
を
知

り
、
製
茶
の
機
械
化
を
痛
感
し
た
。
明
治
十

一
年
よ
り
発
明
の
構
想
に
入
り
、
明
治
十
八

年
日
本
に
特
許
条
例
が
で
き
る
と
第
二
、
三
、

四
号
を
取
得
し
た
。

狭
山
神
社

﹇
西
多
摩
郡
瑞
穂
町
﹈

龍
圓
寺

﹇
入
間
市
新
久
﹈

豊
泉
寺

﹇
入
間
市
中
神
﹈

出
雲
祝
神
社

﹇
入
間
市
宮
寺
﹈

「狭山茶場之碑」
明治 11年に建てられた勝海舟筆の碑。

「北狭山茶場碑」
龍圓寺へ行く途中には、この茶場碑
へ案内する大きな道標も。

「狭山茶場碑」
安政 4年（1857）儒者の佐藤一斉により
撰文された。

「茶
ちゃ

場
じょう

後
こう

碑
ひ

」
明治 9年（1876）に建てられたもので
その後の歩みが記されている。

「重
かさねて

闢
ひらく

茶
ちゃ

場
じょう

碑
のひ

」
天保 3年（1832）に撰されたもので、
狭山茶の由来が記されている。

　

し
か
し
、
発
明
の
仕
事
は
厳
し
く
、
失
敗

や
隣
家
の
延
焼
で
財
が
な
く
な
り
、
苦
し
い

生
活
を
強
い
ら
れ
た
が
、
晩
年
の
明
治
三
十

一
年
、茶
葉
粗
揉
機（
特
許
第
三
三
〇
一
号
）

を
完
成
さ
せ
た
。
そ
の
「
高
林
式
茶
葉
粗
揉

機
」
は
緑
茶
製
造
法
に
一
大
革
新
を
も
た
ら

し
た
。
現
在
使
わ
れ
て
い
る
粗
揉
機
の
原
型

で
あ
り
、
機
構
は
当
時
そ
の
も
の
で
あ
る
。

日
本
の
茶
業
に
と
っ
て
、
謙
三
翁
の
功
績
は

非
常
に
多
大
で
あ
る
。
明
治
三
十
四
年
、
七

十
歳
で
永
眠
し
、
喜
多
院
の
閻
魔
寺
に
葬
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
功
績
に
対
し
、
全
国

茶
業
関
係
者
を
以
っ
て
喜
多
院
境
内
に
頌
徳

碑
が
昭
和
二
十
八
年
建
立
さ
れ
た
。

河越抹茶を製造する
狭山碾茶工房 明日香
の奥富康裕氏。高林謙三の器械を購入したときの領収書。奥富氏所有。

摘み取られた茶葉は
たくさんの工程を経
てこだわりの抹茶と
なる。
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祭
り
の

記
憶

kawagoe premium創刊号では、志多町弁慶の
山車の支度の様子を取材した。
天候にも恵まれた平成27年の川越まつり。
各町内はもちろん、川越の一大イベントを
毎年楽しみにしているひとびとの熱い思いが迸る。
編集部は本番２日間も、引き続き弁慶の山車に密着。
１年かけて準備した山車曳行を、
川越在住の写真家・須賀昭夫氏の写真でふりかえる。
 文＝櫻井理恵　写真＝須賀昭夫
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coffee & winestand
Pique-nique
川越市仙波町1-5-38 
ムラセビル1F
080-5470-1538
11:30-14:30/17:00-22:30
水曜定休

Pique-nique
ピケニケ

coffee & winestand 

k a w a g o e

川越大好き！な店主とスタッフ。
子連れでの来店も大歓迎。

ゆでたまごにアンチョビマ
ヨネーズがたっぷりかかっ
た「ウフマヨ」（200円）は、
夜ピケニケの看板メニュー。
ワインは、１杯 400円～と、
気軽に楽しめる値段設定。

　

川
越
駅
近
く
の
閑
静
な
住
宅
街

に
た
た
ず
む
小
さ
な
カ
フ
ェ
、「
ピ

ケ
ニ
ケ
」。
水
色
を
基
調
と
し
た

か
わ
い
ら
し
い
カ
フ
ェ
で
絶
対
に

一
度
食
し
て
お
き
た
い
の
は
、
週

が
わ
り
の
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
で
も

一
番
人
気
の
ボ
リ
ュ
ー
ミ
ー
な
サ

ン
ド
イ
ッ
チ
（
7
8
0
円
・
ド
リ

ン
ク
付
）。
た
っ
ぷ
り
の
素
材
が

サ
ン
ド
さ
れ
て
お
り
、
舌
を
飽
き

さ
せ
ず
あ
っ
と
い
う
間
に
ぺ
ろ
り

と
食
べ
て
し
ま
う
。

　

店
名
の
由
来
は
フ
ラ
ン
ス
語
で

ピ
ク
ニ
ッ
ク
。
も
と
は
「pique

（
つ
ま
む
）」
と
「nique

（
小
さ

な
）」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
夜

に
は
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
リ
ー
ズ

ナ
ブ
ル
な
小
皿
料
理
と
女
性
な
ら

で
は
の
感
性
で
セ
レ
ク
ト
さ
れ
た

ワ
イ
ン
も
楽
し
め
る
。
他
に
も
季

節
ご
と
に
手
作
り
し
て
い
る
自
家

製
の
シ
ロ
ッ
プ
も
人
気
で
、
ア
ル

コ
ー
ル
入
り
で
楽
し
む
こ
と
も
で

き
る
。「
女
性
が
気
軽
に
立
ち
寄

れ
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
い
う
店

主
の
佐
藤
さ
ん
。
生
ま
れ
も
育
ち

も
川
越
で
、
安
心
し
て
住
め
る
こ

の
街
が
大
好
き
だ
。
自
身
の
子
育

て
の
経
験
か
ら
も
、
子
連
れ
の
お

母
さ
ん
や
、
忙
し
い
女
性
が
い
つ

で
も
ほ
っ
と
息
を
抜
い
て
リ
ラ
ッ

ク
ス
で
き
る
よ
う
な
お
店
を
目
指

し
て
い
る
。

ファン急増中！
昼も夜もピクニック気分

焼きそば居酒屋 どーも
川越市脇田町13-2
049-224-9800
11:30-14:30（L.O.14:00）
17:30-23:00（L.O.22:00）
水曜定休＋α

焼きそば居酒屋 どーも
　

定番メニュー「どーも特製具
だくさんソース焼きそば」
（745円／目玉焼き乗せ＋
108円）。ビールだけでなく
日本酒にもぴったり。他にも
角煮やサラダなど、おつまみ
系も充実。

　

店
の
外
に
立
て
ば
、
も
う
ソ
ー

ス
の
香
ば
し
い
香
り
に
あ
ら
が
え

な
い
…
。昼
夜
問
わ
ず「
ど
ー
も
」

の
焼
き
そ
ば
を
求
め
て
や
っ
て
く

る
地
元
の
ひ
と
び
と
。
リ
ピ
ー
ト

率
も
お
の
ず
と
高
ま
り
、
毎
週
通

う
常
連
さ
ん
も
多
数
だ
と
か
。

　

人
気
の
秘
密
は
そ
の
も
ち
も
ち

の
麺
。
店
主
の
萩
原
さ
ん
の
実
家

は
川
越
仙
波
で
約
70
年
製
麺
所
を

営
ん
で
お
り
、
店
で
使
用
し
て
い

る
麺
は
国
産
小
麦
1
0
0
％
と
全

粒
粉
を
特
別
配
合
。
焼
き
そ
ば
に

は
珍
し
く
、
茹
で
あ
げ
た
後
に
水

で
し
め
る
と
い
う
調
理
方
法
な
の

で
、
麺
の
太
さ
に
は
特
に
こ
だ
わ

っ
て
作
ら
れ
て
い
る
。
生
野
菜
か

ら
作
ら
れ
た
コ
ク
の
あ
る
ソ
ー
ス

が
麺
に
よ
く
絡
み
、
も
や
し
や
小

松
菜
、
豚
肉
な
ど
の
シ
ン
プ
ル
な

素
材
で
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん
満
足
で
き

る
が
、
常
時
7
〜
8
種
あ
る
焼
き

そ
ば
メ
ニ
ュ
ー
の
中
に
は
、
イ
タ

リ
ア
ン
の
よ
う
な
素
材
を
使
っ
た

創
作
焼
き
そ
ば
も
。
ま
る
で
生
パ

ス
タ
の
よ
う
な
味
わ
い
が
季
節
ご

と
に
楽
し
め
る
。

　

焼
き
そ
ば
一
食
に
使
用
す
る
麺

は
3
0
0
g
と
ボ
リ
ュ
ー
ム
も
満

点
。
夜
は
川
越
産
の
野
菜
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
用
し
た
料
理
と
地
酒
を

堪
能
し
た
あ
と
、
し
め
で
焼
き
そ

ば
を
注
文
す
る
の
が
お
す
す
め
だ
。

お決まりのポーズ「どーも！」で
にっこりの萩原兄妹。

老舗製麺所のもちもち麺を堪能
しめは焼きそばできまり！

文＝櫻井理恵　写真＝SPAIS
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ソコノワ －FUKU & ZAKKA
川越市南通町16-5  ヨシダビル1F
049-299-7285
12:00-20:30　　
不定休
http://www.sokonowa.com

ソコノワ
－FUKU & ZAKKA

いつでも気さくに声をかけてくれる
髙田さんと松村さん。

常時50ほどの作家、ブラン
ドの商品をあつかう。この
なかから自分のお気に入り
を探す時間は、とても居心
地がよく、ついつい長居し
てしまう。

　

開
店
し
て
４
年
だ
が
、
す
で
に

川
越
の
代
表
的
な
セ
レ
ク
ト
シ
ョ

ッ
プ
と
し
て
知
ら
れ
る
「
ソ
コ
ノ

ワ
」。
作
家
も
の
も
多
く
あ
つ
か

い
、
そ
の
セ
ン
ス
の
良
さ
に
は
遠

方
か
ら
来
店
す
る
ひ
と
も
多
い
。

川
越
が
地
元
の
同
級
生
同
士
、
髙

田
さ
ん
と
松
村
さ
ん
が
運
営
す
る

こ
の
お
店
で
は
、
扱
う
商
品
の
コ

ン
セ
プ
ト
「
毎
日
使
え
る
日
用
品

で
あ
る
こ
と
」
に
強
く
こ
だ
わ
っ

て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
デ
ザ
イ
ン
だ

け
で
な
く
、
そ
の
使
い
心
地
の
良

さ
は
確
認
ず
み
。
洋
服
や
靴
は
も

ち
ろ
ん
、
リ
ネ
ン
や
文
房
具
に
至

る
ま
で
、
ず
っ
と
大
切
に
し
た
く

な
る
よ
う
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
が
常

時
1
0
0
0
点
以
上
揃
っ
て
い
る
。

　

4
年
前
の
開
店
当
時
は
ク
レ
ア

モ
ー
ル
か
ら
そ
れ
た
横
道
に
は
店

が
少
な
か
っ
た
が
、
地
元
の
活
性

化
に
も
一
役
買
い
た
い
と
主
に
川

越
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に

出
店
す
る
う
ち
に
、
い
つ
の
ま
に

か
ま
わ
り
に
も
店
が
増
え
、
今
で

は
新
し
い
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
多
く

の
ひ
と
が
行
き
交
う
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。
最
近
で
は
店
頭
の
ス
ペ

ー
ス
で
定
期
的
に
、
地
元
生
産
の

無
農
薬
野
菜
や
パ
ン
の
マ
ル
シ
ェ

を
開
催
。
ソ
コ
ノ
ワ
の
「
ワ
」、
川

越
を
中
心
に
ま
す
ま
す
大
き
く
広

が
っ
て
い
き
そ
う
だ
。

居心地のよい空間で探す
とっておきのライフスタイル

Hamano-ya
川越市幸町11-3
090-4535-6647
11:00-17:30　　
水曜、第2・4火曜、他
http://blog.goo.ne.jp/hamano-ya

Hamano-ya
ハマノヤ

店主の浜野さんと愛犬マム（♂）。
とってもなかよし。

味わい深い作家ものがたく
さん並ぶ。季節に合わせた
内容で開催されるワークシ
ョップは常に大人気なので、
予約はお早めに。

　

一
番
街
か
ら
一
本
は
い
っ
た
道
。

見
過
ご
し
て
し
ま
い
が
ち
な
民
家

の
窓
を
ふ
と
の
ぞ
く
と
、
な
に
や

ら
か
わ
い
い
雑
貨
が
見
え
る
。
手

仕
事
の
器
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
雑

貨
が
並
ぶ
部
屋
の
一
角
で
は
、
定

期
的
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
か

れ
て
い
る
。

　

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
な

ど
花
に
か
か
わ
る
仕
事
を
し
て
き

た
店
主
の
浜
野
さ
ん
は
、
７
年
前

に
結
婚
を
機
に
川
越
の
住
人
と
な

っ
た
。
以
来
、
古
い
町
並
み
が
す

っ
か
り
気
に
入
り
、
2
0
1
5
年

5
月
に
現
在
の
物
件
に
出
会
っ
て

念
願
の
お
店
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。

川
越
の
雑
貨
店
に
は
女
性
経
営
者

が
比
較
的
多
い
こ
と
も
あ
り
、
お

客
さ
ん
は
も
と
よ
り
街
の
ひ
と
び

と
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も

楽
し
ん
で
い
る
と
い
う
浜
野
さ
ん
。

　

販
売
し
て
い
る
雑
貨
は
ほ
と
ん

ど
が
作
家
に
よ
る
一
点
も
の
で
、

手
つ
む
ぎ
の
ニ
ッ
ト
や
陶
芸
家
の

に
よ
る
普
段
づ
か
い
の
器
な
ど
、

浜
野
さ
ん
の
セ
ン
ス
が
光
る
素
敵

な
ア
イ
テ
ム
が
並
ぶ
。
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
は
前
職
を
活
か
し
た
季
節

の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
や

リ
ー
ス
作
り
を
開
催
す
る
一
方
、

作
家
さ
ん
に
講
師
を
お
願
い
す
る

こ
と
も
。
忙
し
い
日
常
を
忘
れ
て
、

ぜ
ひ
一
度
参
加
し
て
み
て
は
。

手仕事に魅せられて
小さなおうちの素敵な雑貨たち

k a w a g o e
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中央通りの商店のシャッターはとてもお
しゃれ。営業時間中はみられない、ちょ
っと特別な川越の風景だ。店舗の商売内
容にそって描かれた暖かみのある絵。静
かな朝の散歩のときに、足を止めて眺め
てみよう。（写真  須賀昭夫）

素敵なシャッター

中央通り

a r t  o f  k a w a g o e  3
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デ
ィ
ナ
ー
の
あ
と
し
ば
ら
く
お
酒
を

楽
し
み
、
気
づ
く
と
小
腹
が
空
い
て
い

る
よ
う
な
…
。

　

そ
ん
な
と
き
に
はUPPER EAST SIDE

で
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
を
！　

ア
ボ
カ
ド
や

ハ
ラ
ペ
ー
ニ
ョ
を
使
用
し
た
も
の
な
ど
、

６
種
用
意
。
店
主
の
茂
木
さ
ん
自
身
が

大
の
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
好
き
で
お
店
の
看

板
メ
ニ
ュ
ー
に
し
た
と
こ
ろ
、
常
連
さ

ん
を
中
心
に
口
コ
ミ
で
大
人
気
に
。
い

ま
や
「UPPER EAST SIDE

＝
ホ
ッ
ト

ド
ッ
グ
」
は
常
識
。
も
ち
ろ
ん
ア
ル
コ

ー
ル
も
80
種
以
上
揃
う
質
の
高
い
バ
ー

と
し
て
も
有
名
だ
。

　

店
内
に
は60’s

〜80’s

の
ロ
ッ
ク
や

ジ
ャ
ズ
が
心
地
よ
く
流
れ
、
年
配
か
ら

若
い
人
が
男
女
問
わ
ず
ス
タ
ッ
フ
と
の

会
話
を
楽
し
め
る
、
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
雰
囲
気
。
カ
ジ
ュ
ア
ル
め
の
バ
ー

と
し
て
毎
晩
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

　

昼
過
ぎ
か
ら
バ
ー
タ
イ
ム
ま
で
続
け

て
営
業
し
て
い
る
た
め
、
昼
間
は
子
連

れ
で
来
店
す
る
お
客
さ
ん
も
多
い
そ
う
。

気
ま
ま
な
時
間
に
来
店
し
て
、
地
元
な

ら
で
は
の
楽
し
み
方
を
し
て
み
て
は
い

か
が
？

CAFE & BAR  UPPER EAST SIDE

川
越
の
新
定
番
！

カ
ジ
ュ
ア
ル
な

バ
ー
で
楽
し
む

ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ

41 40
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瞬
間
的
に
強
い
味
わ
い
を
楽
し
む
よ

う
な
食
事
の
あ
と
、
な
ん
と
な
く
身
体

が
疲
れ
て
い
る
の
を
感
じ
る
こ
と
が
あ

る
。
ち
ょ
っ
と
自
分
に
や
さ
し
く
し
た

い
な
、
と
思
っ
た
と
き
に
行
き
た
い
の

が
ラ
イ
ト
ニ
ン
グ
カ
フ
ェ
だ
。
店
主
の

新
井
さ
ん
が
常
に
食
し
て
い
る
酵
素
玄

米
や
自
家
栽
培
の
野
菜
を
使
っ
た
メ
ニ

ュ
ー
は
、〝
心
地
よ
く
食
べ
る
こ
と
〞

が
第
一
条
件
の
自
然
な
味
わ
い
だ
。「
元

気
で
あ
る
こ
と
が
一
番
！
」
と
い
う
新

井
さ
ん
が
、
実
際
に
身
体
に
良
い
と
感

じ
た
も
の
を
提
供
し
て
い
る
。
使
用
す

る
調
味
料
も
製
造
元
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ

レ
ン
ド
を
発
注
し
た
り
、
約
８
種
用
意

さ
れ
て
い
る
ス
イ
ー
ツ
に
使
っ
て
い
る

甘
味
も
、
国
内
産
の
き
び
ざ
と
う
や
季

節
限
定
の
フ
ル
ー
ツ
を
使
用
。
パ
イ
生

地
か
ら
ス
ポ
ン
ジ
ま
で
す
べ
て
オ
リ
ジ

ナ
ル
レ
シ
ピ
で
作
ら
れ
て
い
る
。

　

と
は
い
え
、
決
し
て
押
し
付
け
が
ま

し
く
な
い
自
然
派
メ
ニ
ュ
ー
。
盛
り
つ

け
や
食
器
も
か
わ
い
く
、
店
内
の
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
も
女
子
必
見
。
お
土
産
に
ク

ッ
キ
ー
や
ジ
ャ
ム
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
雑
貨

も
購
入
で
き
る
。

LIGHTNING CAFÉ

身
体
が
自
然
に

受
け
入
れ
る
ご
飯

心
地
の
よ
い

食
生
活
の
提
案

vol.2川越 day & night昼 に く つ ろ ぎ
夜 を た し な む

文＝櫻井理恵　写真＝SPAIS



a.店内のディスプレイもかわいい　b.噛
めば噛むほど味わいがでる長岡式酵素玄
米。松花堂弁当（1200円）などで味わえ
る　c.酸味と甘みのバランスが最高の紅
玉のアップルパイ（650円）。毎年 10月
頃から期間限定で販売　d.テイクアウト
スイーツも充実　e.オリジナルレシピは
すべて新井さんが考案　f.スタッフがい
つでも明るく迎えてくれる

LIGHTNING CAFÉ 

川越市幸町15-21-2F
049-225-4776
11:00－18:00（LO 17:30）
水曜定休
http://www.lightning-cafe.com/

CAFE & BAR UPPER EAST SIDE

川越市南通町17-3-2F
049-277-3221
平日 14:00－24:00
土日祝 12:00－24:00
火曜定休

a.いつも気さくなマスター　b.ランチで
は丁寧にいれたコーヒーも味わいたい 
c.ダントツ人気のチーズドッグ（518円） 
d.ひとりで来店して、シックにお酒を嗜
むのも良い　e.豊富に揃うアルコール。
ホットドッグ以外にも季節のメニューが
楽しめる　f. 女性でも気軽に来店できる
雰囲気がうれしい

a a

d ce

b

f f

b

d

c

e d a yn i g h t
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イラスト＝上坂じゅりこ

戦争とはなにか
映画と現実の狭間で

cinema !
cinema !

cinema !

vol.2

45 44

　

江
戸
時
代
初
期
の
寛
永
年
間
（
一
六
二
四

〜
四
四
）、多
摩
郡
八
王
子
近
在
に
あ
る
寺
の

若
い
お
坊
さ
ん
が
、
夜
ご
と
「
民
部
様
」
の

所
へ
通
っ
て
い
ま
し
た
。
民
部
と
は
ど
の
よ

う
な
者
か
と
、
寺
の
住
職
が
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

多
く
の
部
屋
を
擁
し
た
大
き
な
屋
敷
に
住
む

立
派
な
浪
人
と
小
僧
は
答
え
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
住
職
は
小
僧
に
、
明
日
そ
の
民
部

を
こ
ち
ら
の
寺
へ
招
待
し
た
い
旨
を
伝
え
る

と
、
民
部
は
こ
と
の
ほ
か
喜
び
、
明
日
そ
ち

ら
へ
行
く
と
返
事
を
し
ま
し
た
。

　

翌
日
、
民
部
は
駕
籠
に
乗
り
、
若
党
四
人
、

草
履
取
り
や
挟
箱
持
ち
な
ど
総
勢
十
二
、三

人
を
従
え
て
、
い
か
に
も
重
々
し
く
、
そ
の

寺
へ
参
上
し
ま
し
た
。

　

民
部
は
、
住
職
の
歓
待
を
う
け
る
と
、
大

い
に
心
打
ち
解
け
て
、
は
や
夕
刻
に
及
ん
だ

こ
ろ
、
興
に
乗
じ
て
、
相
撲
自
慢
を
始
め
ま

し
た
。
住
職
も
そ
れ
に
応
え
、
屈
強
な
弟
子

た
ち
五
，
六
人
を
そ
の
相
手
と
し
て
出
し
ま

し
た
が
、
民
部
や
家
来
ど
も
に
散
々
に
投
げ

ら
れ
、
住
職
も
寺
の
者
も
み
な
肝
を
つ
ぶ
す

ほ
ど
で
し
た
。

　

翌
日
、
相
撲
を
と
っ
た
場
所
を
見
る
と
、

赤
や
白
の
毛
が
た
く
さ
ん
落
ち
て
い
て
、
民

部
た
ち
は
狐
や
狸
の
化
け
た
も
の
だ
と
住
職

は
悟
り
ま
し
た
。
夜
に
住
職
と
小
僧
が
民
部

の
屋
敷
を
訪
ね
る
と
、
今
夜
は
お
別
れ
だ
と

涙
を
流
し
て
民
部
が
語
り
始
め
ま
し
た
。
今

ま
で
正
体
を
明
か
さ
な
か
っ
た
が
、
私
は
人

で
な
く
狐
で
あ
る
、
昨
日
の
様
に
人
々
と
交

流
し
た
た
め
、
こ
こ
に
い
ら
れ
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
と
。
こ
こ
か
ら
北
東
十
里
の
川
越

梵
心
山
へ
旅
立
つ
と
民
部
は
告
げ
て
別
れ
ま

し
た
。

　

天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
北
条
氏
の
滅

亡
後
、
そ
の
落
武
者
た
ち
は
関
東
中
の
村
々

に
散
り
ま
し
た
。
中
に
は
村
の
開
発
者
と
し

て
幕
末
ま
で
残
っ
た
者
も
い
れ
ば
、
新
し
い

仕
官
先
を
求
め
て
再
び
大
名
家
へ
奉
公
し
た

者
も
お
り
ま
し
た
。
こ
の
民
部
の
話
は
一
つ

の
物
語
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、
村
に
い
た
浪
人

者
が
大
名
家
へ
仕
え
た
史
実
を
基
に
し
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
考
え
る
と
、
民
部

の
行
き
先
が
大
名
家
の
あ
る
川
越
で
あ
っ
た

こ
と
は
合
点
が
い
き
ま
す
。

　

民
部
稲
荷
は
、
明
治
以
降
に
現
在
の
川
越

八
幡
宮
へ
合
祀
さ
れ
、
の
ち
に
丸
広
の
屋
上

に
も
分
祀
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
い

つ
も
は
目
立
た
な
い
小
さ
な
社
に
も
、
不
思

議
な
伝
承
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚

き
ま
す
。

丸広百貨店の屋上にある民部稲荷

川 越
四 方 山 話

第
二
回

民み

ん

部ぶ

稲
荷 

―
丸
広
百
貨
店
の
屋
上
の
稲
荷
社
―

文
＝
川
越
市
立
博
物
館 

宮
原
一
郎

写
真
＝
須
賀
昭
夫

　

父
と
私
と
映
画

　

父
は
、
戦
争
映
画
が
好
き
だ
っ
た
。

映
画
好
き
で
な
ん
で
も
観
て
い
た
が
、

特
に
好
ん
だ
の
は
、
香
港
や
少
林
寺
な

ど
の
ア
ク
シ
ョ
ン
映
画
、
西
部
劇
、
チ

ャ
ー
ル
ズ
・
ブ
ロ
ン
ソ
ン
が
よ
く
出
て

い
た
自
警
団
も
の
、
そ
し
て
戦
争
映
画

だ
っ
た
。

　

私
は
父
の
影
響
で
映
画
好
き
な
子
ど

も
に
育
っ
た
が
、
一
緒
に
映
画
館
で
観

た
記
憶
は
な
い
。
子
ど
も
た
ち
を
映
画

館
に
連
れ
て
い
く
の
は
母
の
役
目
で
、

父
と
は
家
で
テ
レ
ビ
の
映
画
番
組
や
ビ

デ
オ
な
ど
を
、
誘
わ
れ
た
わ
け
で
は
な

い
け
れ
ど
、
勝
手
に
一
緒
に
観
る
の
が

常
だ
っ
た
。

　

も
う
店
名
も
覚
え
て
い
な
い
し
、
あ

れ
が
上
福
岡
だ
っ
た
の
か
川
越
だ
っ
た

の
か
も
わ
か
ら
な
い
が
、
確
か
洗
車
場

の
近
く
に
レ
ン
タ
ル
ビ
デ
オ
店
が
あ
っ

て
、
家
族
で
車
に
乗
っ
て
よ
く
行
っ
た
。

父
は
そ
こ
で
Ｂ
級
ア
ク
シ
ョ
ン
や
戦
争

映
画
を
借
り
て
い
た
の
で
、
私
も
ず
い

ぶ
ん
観
た
が
、
タ
イ
ト
ル
は
ほ
と
ん
ど

覚
え
て
い
な
い
。
た
だ
、
お
店
に
置
い

て
あ
っ
た
『
プ
ラ
ト
ー
ン
』
の
ス
タ
ン

デ
ィ
ー
は
よ
く
覚
え
て
い
る
。
兵
士
が

地
に
膝
を
つ
き
、
空
に
向
か
っ
て
両
腕

を
伸
ば
し
、
の
け
ぞ
る
よ
う
に
天
を
見

上
げ
る
あ
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
。
と
て
も
印

象
的
だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
映
画
も
父
と

一
緒
に
観
た
。

　

だ
が
あ
る
時
、
父
は
言
っ
た
。「
年

を
取
っ
て
き
た
ら
、
人
が
死
ぬ
の
を
見

る
の
が
辛
く
て
嫌
に
な
っ
た
」。
そ
し

て
父
は
戦
争
映
画
を
観
る
の
を
や
め
た
。

　

映
画
の
中
の〝
戦
争
と
死
〞

　

人
が
死
な
な
い
戦
争
映
画
な
ど
た
ぶ

ん
存
在
し
な
い
だ
ろ
う
が
、
死
の
描
き

方
は
千
差
万
別
だ
。
そ
の
瞬
間
は
映
さ

な
か
っ
た
り
、
引
き
で
撮
っ
た
り
し
て

い
る
も
の
も
多
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。

そ
れ
で
も
十
分
に
悲
惨
さ
は
感
じ
さ
せ

る
け
れ
ど
も
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
人

間
ド
ラ
マ
の
ほ
う
に
重
き
を
置
い
て
い

る
作
品
だ
と
、
登
場
人
物
に
感
情
移
入

し
て
悲
し
み
の
涙
を
流
し
た
り
、
妙
に

気
分
が
高
揚
し
て
し
ま
っ
た
り
す
る
も

の
も
あ
る
。

　

し
か
し
、塚
本
晋
也
監
督
の
『
野
火
』

は
違
う
。
顔
や
手
足
が
吹
き
飛
び
、
破

れ
た
腹
か
ら
腸
が
は
み
出
し
、
泥
と
血

に
ま
み
れ
て
人
間
が
死
ん
で
い
く
さ
ま

を
は
っ
き
り
と
映
す
。
兵
士
た
ち
は
み

な
欲
望
む
き
出
し
で
、
醜
悪
で
、
わ
ず

か
な
芋
の
切
れ
端
を
め
ぐ
っ
て
争
う
。

仲
間
を
思
う
気
持
ち
な
ど
な
く
、
行
動

を
と
も
に
す
る
の
は
た
だ
利
害
が
一
致

す
る
場
合
の
み
。
そ
の
場
合
で
も
、
相

手
の
こ
と
な
ど
全
く
信
用
せ
ず
、
妙
な

真
似
を
し
た
ら
お
前
を
吹
き
飛
ば
す
ぞ
、

と
い
う
無
言
の
脅
し
の
た
め
に
手
榴
弾

を
持
つ
。
感
動
で
き
る
よ
う
な
い
い
シ

ー
ン
な
ど
ひ
と
つ
も
な
い
。

　

深
谷
シ
ネ
マ
で
の
完
成
披
露
試
写
の

際
、「
こ
の
作
品
で
戦
争
を
疑
似
体
験

し
、
ト
ラ
ウ
マ
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
、

静
か
な
口
調
な
が
ら
力
強
く
語
っ
た
監

督
。
戦
争
は
美
談
で
は
な
い
。
カ
ッ
コ

い
い
戦
争
な
ん
て
な
い
。
戦
争
は
、
徹

底
的
に
人
間
を
痛
め
つ
け
る
。
運
よ
く

命
が
助
か
っ
て
も
、
精
神
的
な
傷
は
消

え
な
い
。
何
年
も
、
何
十
年
も
苦
し
み

は
続
く
。

　
『
野
火
』
を
観
た
人
は
思
う
は
ず
だ
。

「
厭
な
も
の
を
見
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ

が
映
画
で
よ
か
っ
た
」
と
。
し
か
し
戦

争
が
始
ま
れ
ば
、
こ
れ
が
現
実
に
な
る
。

ぜ
ひ
親
子
で
観
て
、
監
督
が
本
作
に
込

め
た
思
い
を
感
じ
取
っ
て
欲
し
い
。

◆川越スカラ座
明治38年に寄席としてスタートし
た川越老舗の映画館。平成19年に
惜しまれながら閉館したが、その
後NPO法人プレイグラウンドの尽
力により復活。コアな作品を懐か
しい雰囲気の館内で堪能できる。
川越市元町 1-1-1
049-223-0733　火曜休館
［料金］　一般／ 1,500円　シニア、
大高生、障がい者の方（および付
添 1名まで）／ 1,000円　小中生
／ 800円　幼児／無料　※詳細は
HP参照。http://k-scalaza.com/

広
百
貨
店
と
言
え
ば
、
今
で
は
ほ
と

ん
ど
目
に
し
な
い
屋
上
の
観
覧
車
を

想
い
出
す
人
も
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
こ
の
屋
上
の
片
隅
に
「
民み
ん

部ぶ

稲
荷
」
と

書
か
れ
た
社
が
、
ひ
っ
そ
り
建
っ
て
い
る
こ

と
を
知
る
人
は
少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

江
戸
時
代
、
丸
広
の
周
辺
は
西
町
と
呼
ば

れ
、
武
家
屋
敷
が
並
ん
で
お
り
、
梵ぼ
ん

心し
ん

山
と

呼
ば
れ
た
こ
の
地
に
民
部
稲
荷
が
あ
っ
た
そ

う
で
す
。

　

江
戸
時
代
中
期
の
川
越
町
の
様
子
を
描
い

た
『
川
越
素そ
う

麺め
ん

』
と
い
う
資
料
に
は
、「
民
部

稲
荷
」
の
名
称
の
由
来
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

丸

川越市立博物館　川越市郭町2-30-1　tel. 049-222-5399　午前9：00～午後5：00（入館午後4：30まで）
月曜休館（休日の場合は翌休）　※入館料はHPを参照下さい。　http://museum.city.kawagoe.saitama.jp/

文：飯島千鶴
川越スカラ座の番組編成
担当。当館の上映ライン
ナップをほとんど決めて
いる。飯島セレクトの通
な映画を楽しみに来館す
るお客様も多い。

※『野火』は当館では2/1（月）～ 19（金）まで上映
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歴史を感じる厳かで静謐な祈願所・呑龍堂

蓮
馨
寺 

第
四
十
八
代
住
職

粂
原
恒
久

川 越 人人
k a w a g o e - j i n  i n t e r v i e w

第
一
回

蓮
馨
寺
の

は
じ
ま
り
と

徳
川
家

創
建
か
ら
約
四
百
七
十
年

街
に
住
む
ひ
と
び
と
の

憩
い
の
お
寺
、

蓮
磬
寺
の
住
職
に
き
く

小
江
戸
川
越
の
「
心
」
と
は
？

―
―
粂
原
住
職
、
本
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
さ
っ
そ
く
で
す
が
、
創
建
は

天
文
十
八
年
（
一
五
四
九
年
）
と
の
こ
と
で

す
が
、
住
職
は
何
代
目
に
な
ら
れ
る
の
で
し

ょ
う
か
。

◉
私
で
第
四
十
八
代
目
で
す
ね
。
戦
国
の
世

の
終
わ
り
、
小
田
原
の
北
条
氏
が
川
越
を
平

定
し
た
こ
ろ
に
、
城
主
の
母
の
蓮
馨
大
姉
が

現
在
の
上
尾
市
平
方
の
地
に
寺
を
建
立
し
ま

し
た
。
甥
に
あ
た
る
感
誉
存
貞
上
人
を
招
い

て
開
山
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

―
―
最
初
は
上
尾
に
あ
っ
た
の
で
す
ね
。

◉
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、
川
越
の
こ
の
場
所

に
移
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
感
誉
存
貞
上
人
と

い
う
お
方
は
学
徳
第
一
と
云
わ
れ
、
上
人
を

慕
っ
て
多
く
の
修
学
僧
が
全
国
か
ら
訪
れ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
後
に
浄
土
宗
の
大
本

山
、
増
上
寺
の
第
十
世
に
昇
ら
れ
て
い
ま
す
。

―
―
増
上
寺
と
い
い
ま
す
と
、
徳
川
家
と
も

大
変
縁
が
深
い
で
す
ね
。

◉
そ
の
通
り
。
家
康
が
江
戸
幕
府
を
開
く
と
、

大
本
山
増
上
寺
の
檀
家
と
な
り
、
こ
の
寺
を

中
心
と
す
る
、
僧
侶
の
大
学
に
あ
た
る
「
浄

土
宗
関
東
十
八
檀
林
」
の
制
を
設
け
た
の
で

す
が
、
蓮
馨
寺
も
そ
の
う
ち
の
一
つ
に
な
り

ま
し
た
。

　

残
さ
れ
て
い
る
書
簡
に
よ
る
と
、
領
地
見

回
り
の
際
に
家
康
は
三
、四
回
ほ
ど
こ
の
蓮

馨
寺
に
訪
れ
て
い
る
よ
う
で
す
よ
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
＝
櫻
井
理
恵　

写
真
＝
柳
井
遥  

星
野
辰
馬
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地
元
川
越
へ
の

か
か
わ
り

生
き
る
力
が
湧
い
て
く
る

場
所
と
し
て
の

お
寺
で
あ
り
た
い

粂
原
住
職
の

考
え
る

こ
れ
か
ら
の
川
越

―
―
川
越
に
住
む
ひ
と
な
ら
誰
で
も
知
っ
て

い
る
蓮
馨
寺
で
す
が
、
街
の
発
展
に
古
く
か

ら
寄
与
し
て
い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

◉
例
え
ば
古
い
話
で
い
え
ば
、
北
条
氏
が
川

越
を
治
め
て
い
た
時
代
か
ら
太
閤
秀
吉
が
天

下
を
と
り
、
つ
い
に
川
越
城
も
攻
め
入
ら
れ

る
か
、
と
い
う
時
に
は
、
当
時
の
蓮
馨
寺
の

三
代
目
の
住
職
が
直
接
秀
吉
に
書
簡
を
送
り

ま
し
た
。「
川
越
に
住
む
ひ
と
び
と
は
穏
や

か
な
民
で
あ
り
、
つ
つ
ま
し
く
暮
ら
し
て
い

る
。
ど
う
か
そ
の
生
活
を
守
っ
て
ほ
し
い
」

と
。
す
る
と
そ
の
書
状
が
秀
吉
の
心
を
動
か

し
、
秀
吉
の
軍
勢
は
川
越
に
攻
め
入
る
こ
と

を
せ
ず
、
さ
ら
に
「
川
越
で
は
火
付
け
、
争

い
ご
と
、
刀
を
抜
く
こ
と
は
ま
か
り
な
ら
な

い
」
と
い
っ
た
よ
う
な
内
容
の
朱
印
状
と
呼

ば
れ
る
書
状
を
蓮
馨
寺
宛
に
送
っ
て
こ
ら
れ

た
。
こ
の
書
状
は
、
今
も
な
お
当
山
に
保
管

さ
れ
て
い
ま
す
。

―
―
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す
ね
。
も

し
こ
の
と
き
に
秀
吉
の
軍
勢
に
攻
め
入
ら
れ

て
い
た
ら
今
の
川
越
は
、
ま
っ
た
く
違
っ
た

土
地
柄
に
な
っ
て
い
た
と
思
う
と
、
第
三
世

の
歴
史
的
役
割
に
敬
服
い
た
し
ま
す
。

―
―
蓮
馨
寺
の
門
前
の
立
門
前
通
り
と
い
え

ば
、
旧
鶴
川
座
の
あ
る
こ
と
で
も
有
名
で
す

ね
。

◉
鶴
川
座
が
で
き
た
の
は
明
治
末
で
す
ね
。

弁
士
の
語
る
無
声
映
画
や
戦
後
の
初
カ
ラ
ー

映
画
な
ど
、
文
化
の
中
心
で
し
た
。
戦
中
戦

後
に
は
大
相
撲
の
地
方
巡
業
や
サ
ー
カ
ス
の

興
行
も
よ
く
来
て
い
て
、
境
内
は
常
に
街
の

人
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
市
民
の
娯
楽

の
拠
点
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

今
で
も
そ
の
な
ご
り
で
し
ょ
う
か
、
当
時

の
興
行
師
が
行
な
っ
て
い
た
よ
う
な
お
化
け

―
―
粂
原
住
職
は
現
在
、（
公
社
）
小
江
戸

川
越
観
光
協
会
の
会
長
で
も
あ
り
ま
す
が
、

最
近
の
川
越
に
つ
い
て
は
ど
う
思
わ
れ
ま
す

か
？

◉
川
越
と
い
う
土
地
は
多
く
の
神
社
仏
閣
の

心
で
守
ら
れ
て
い
る
、
神
仏
の
霊
験
あ
ら
た

か
な
土
地
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
伝
統
や
歴

史
も
あ
る
一
方
、
経
済
的
な
発
展
も
目
覚
ま

し
い
。
近
代
都
市
と
城
下
町
、
他
に
も
い
ろ

い
ろ
な
要
素
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
観
光
客

の
方
が
増
え
て
い
く
の
は
街
の
経
済
に
と
っ

て
も
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
土

地
を
訪
れ
る
ひ
と
だ
け
で
な
く
住
ん
で
い
る

ひ
と
に
も
、「
川
越
の
心
」
を
も
っ
と
感
じ

て
も
ら
い
た
い
、
と
思
い
ま
す
。

―
―
「
川
越
の
心
」
で
す
か
。
住
む
も
の
と

し
て
は
、
あ
ら
た
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

◉
こ
ん
な
に
歴
史
的
な
文
化
が
残
っ
て
い
る

こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
次
の
時
代
に
何
を
し
た
ら
い
い
の
か
、

次
世
代
に
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
が

◉
も
う
少
し
新
し
い
話
に
な
り
ま
す
と
、
大

正
十
一
年
に
川
越
に
市
制
が
敷
か
れ
た
際
、

主
に
川
越
経
済
の
中
心
だ
っ
た
北
部
だ
け
で

な
く
、
鉄
道
が
通
る
南
部
も
だ
ん
だ
ん
と
発

展
し
て
き
ま
し
た
。
す
る
と
ち
ょ
う
ど
北
部

と
南
部
の
間
に
あ
る
蓮
馨
寺
の
境
内
の
真
ん

中
に
道
路
を
作
り
た
い
、
と
い
う
要
望
が
上

が
っ
た
ん
で
す
ね
。

屋
敷
が
川
越
祭
り
の
際
に
か
か
り
ま
す
。

―
―
そ
も
そ
も
お
寺
を
こ
の
よ
う
な
娯
楽
の

場
所
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
な

い
よ
う
な
気
も
す
る
の
で
す
が
？

◉
蓮
馨
寺
に
ま
つ
ら
れ
て
い
る
呑
龍
上
人
と

い
う
有
名
な
お
坊
さ
ん
が
い
ま
す
。
こ
の
お

方
は
今
で
い
う
慈
善
事
業
の
よ
う
な
こ
と
を

江
戸
時
代
に
積
極
的
に
行
な
っ
た
徳
の
高
い

方
で
し
た
。
貧
し
い
人
々
の
保
護
や
子
ど
も

達
の
面
倒
を
み
た
り
、
困
り
事
の
相
談
に
の

っ
て
あ
げ
た
り
。
蓮
馨
寺
で
は
、
こ
の
呑
龍

上
人
の
救
い
の
御
力
を
大
切
に
引
き
継
ぎ
、

街
の
ひ
と
び
と
の
生
活
を
応
援
し
た
り
楽
し

ん
で
も
ら
う
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

に
境
内
を
開
放
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
若

い
方
に
ス
ペ
ー
ス
貸
し
を
す
る
こ
と
が
と
て

も
増
え
ま
し
た
。
お
寺
に
き
て
も
ら
う
こ
と

何
か
、
わ
か
っ
て
く
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

昔
の
こ
と
を
知
っ
て
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し

て
い
く
。
ま
さ
に
川
越
は
「
温
故
知
新
」
の

街
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

―
―
住
ん
で
い
る
と
当
た
り
前
で
す
が
、
確

か
に
他
の
街
と
比
較
し
て
み
て
も
、
川
越
は

魅
力
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

◉
私
の
考
え
る
川
越
の
一
番
の
特
徴
は
、「
和

（
風
）
の
文
化
」
と
「
ひ
と
の
輪
（
和
）」

が
融
合
し
て
い
る
と
こ
ろ
。
そ
れ
が
一
番
の

特
色
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
二
つ
が
合

わ
さ
る
こ
と
に
よ
っ
て
お
お
い
に
未
来
へ
の

発
展
が
望
め
る
希
望
の
街
な
の
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
川
越
の
た
め
に
当
山
が
で
き
る
こ
と

を
模
索
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
中
、
よ
く
通
る
声
で
ニ
コ
ニ

コ
と
お
話
し
て
く
だ
さ
っ
た

原
住
職
。
地

元
川
越
の
こ
と
、
住
ま
う
ひ
と
び
と
の
こ
と

を
思
う
広
い
心
に
触
れ
、
忘
れ
て
い
た
感
謝

の
気
持
ち
を
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●

浄土宗蓮馨寺
川越市連雀町 7-1

049-222-0043

で
仏
の
心
に
少
し
で
も
触
れ
て
も
ら
う
こ
と

が
で
き
ま
す
し
、
何
よ
り
皆
さ
ん
が
楽
し
ん

で
い
る
顔
を
見
ら
れ
る
の
が
う
れ
し
い
で
す

ね
。

―
―
死
に
直
結
す
る
、
か
つ
閉
鎖
的
な
イ
メ

ー
ジ
が
ま
っ
た
く
な
い
こ
と
に
あ
ら
た
め
て

驚
き
ま
す
。

◉
確
か
に
お
寺
で
は
お
葬
式
を
行
な
い
ま
す

し
、
死
は
い
つ
で
も
身
近
な
存
在
で
す
。
で

も
、
大
切
な
人
が
亡
く
な
ら
れ
て
お
葬
式
を

し
、
お
別
れ
す
る
こ
と
は
悲
し
い
け
れ
ど
、

大
好
き
だ
っ
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
遺
伝
子
が

自
分
の
中
に
生
き
て
い
る
、
先
祖
は
自
分
の

中
に
生
き
つ
づ
け
る
と
い
う
感
謝
の
気
持
ち

を
も
っ
て
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
ろ
う
、
立
派

に
生
き
て
い
こ
う
と
思
え
れ
ば
、
そ
れ
は
生

き
る
力
に
な
り
ま
す
し
、
自
身
を
永
遠
に
生

か
す
と
い
う
こ
と
に
も
繋
が
り
ま
す
。
仏
様

の
教
え
と
は
、生
き
る
こ
と
な
ん
で
す
。「
蓮

馨
寺
に
き
た
ら
生
き
る
力
が
湧
い
て
き
た
！
」

と
思
っ
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
。

―
―
当
時
は
蓮
馨
寺
の
敷
地
は
そ
ん
な
に
広

か
っ
た
の
で
す
か
。

◉
え
え
、
今
で
い
う
大
正
浪
漫
夢
通
り
く
ら

い
ま
で
は
境
内
で
し
た
ね
。
そ
の
真
ん
中
に

道
を
通
す
わ
け
で
す
、
当
時
の
住
職
は
川
越

の
発
展
の
た
め
そ
れ
を
許
可
し
、
県
に
土
地

を
寄
付
し
、
今
の
中
央
通
り
が
で
き
た
の
で

す
。

川
越
人人

k
a
w
a
g
o
e
-jin

 in
te
rv
ie
w

11月３日に境内で開催された「小
江戸川越 お菓子マルシェ」。多くの
ひとでにぎわう

釈迦の弟子で、「触ると治る」おびん
づるさま

戦中から戦後にかけて
境内で催されていたサ
ーカスや大相撲巡業



僕
と

散
歩
と

気
ま
ま
な
レ
シ
ピ

※

大野農場がお届けする「小江戸
黒豚」は、さつまいもなどをブ
レンドしたオリジナル飼育原料
の使用で豚肉の甘みと旨味が際
立つ川越の特産品。

ミオ・カザロ 川越 蔵のまち店
10:00-18:00
水曜定休
川越市元町 1-15-3
049-222-2861

［材料］2人分

ソーセージ… 1パック
ホールトマト缶…1缶
赤インゲン豆水煮缶… 1缶
ひよこ豆水煮缶… 1缶
オリーブオイル… 50cc
にんにく… 1欠片
鷹の爪（種を取った物）… 1本
塩、パルメザンチーズは
お好みで。

　

今
日
の
コ
ー
ス
は
蔵
の
街
。
古
い
街
並
み
を
眺
め
な
が

ら
メ
イ
ン
通
り
を
歩
く
。
石
畳
が
広
が
る
裏
路
地
に
は
、

観
光
客
も
ま
ば
ら
。
地
元
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
道
が
何
処

へ
繋
が
っ
て
い
る
の
か
は
頭
に
入
っ
て
い
る
。

　

こ
の
町
に
は
無
数
の
路
地
が
あ
る
。
ク
ラ
ン
ク
し
て
い

た
り
、
突
然
店
と
店
の
間
に
細
い
道
が
あ
っ
た
り
…
こ
の

町
の
飽
き
な
い
魅
力
の
一
つ
だ
と
思
う
。

　

ひ
と
り
テ
ク
テ
ク
歩
い
て
い
く
。
と
あ
る
店※

の
前
で
、

香
ば
し
く
焼
き
上
が
る
肉
の
香
り
に
足
が
止
ま
る
。
店
内

を
覗
い
て
み
る
と
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
や
ハ
ム
、
ベ
ー
コ
ン
な

ど
小
江
戸
黒
豚
を
使
っ
た
加
工
肉
が
た
く
さ
ん
並
ん
で
い

る
。

（
ソ
ー
セ
ー
ジ
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
入
っ
た
、
体
が
温
ま
る
も
の

が
食
べ
た
い
！
）

「
思
い
つ
い
た
ら
す
ぐ
」
は
僕
の
癖
。
家
に
は
赤
イ
ン
ゲ

ン
豆
と
ひ
よ
こ
豆
、
ト
マ
ト
缶
が
あ
っ
た
は
ず
。
こ
の
ソ

ー
セ
ー
ジ
を
入
れ
て
煮
込
ん
だ
ら
、
最
高
だ
。

　

そ
そ
く
さ
と
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
買
っ
て
家
路
へ
急
ぐ
。
少

し
足
早
に
な
る
。
途
中
の
パ
ン
屋
さ
ん
で
忘
れ
ず
に
バ
ケ

ッ
ト
を
1
本
買
う
。

　

家
に
着
く
な
り
キ
ッ
チ
ン
に
向
か
っ
た
。
少
し
大
き
め

の
鍋
に
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
と
ニ
ン
ニ
ク
1
個
、
鷹
の
爪
を

火
に
か
け
る
。
こ
う
ば
し
い
香
り
が
し
て
き
た
ら
、
ち
ょ

っ
と
大
き
め
に
切
っ
た
ソ
ー
セ
ー
ジ
と
2
種
類
の
豆
の
水

煮
缶
、
ト
マ
ト
缶
を
入
れ
15
分
ほ
ど
煮
込
む
。

　

た
っ
ぷ
り
と
皿
に
盛
り
、
少
し
焼
い
た
バ
ゲ
ッ
ト
と
デ

イ
リ
ー
ワ
イ
ン
が
す
ぐ
に
冷
え
た
身
体
を
温
め
て
く
れ
る
。

　

湯
気
で
曇
る
メ
ガ
ネ
を
拭
き
な
が
ら
、
思
い
っ
き
り
ほ

お
ば
る
。
こ
の
冬
、
僕
は
何
度
と
な
く
こ
の
煮
込
み
料
理

を
作
る
よ
う
な
予
感
が
す
る
。

Daily Stand Copoli

川越市南通町 16-5
ヨシダビル 1F
080-5932-1650
17:00-24:00
火曜定休

染
谷 

悟

D
aily Stand C

opoli

【
第
一
回
】

「目的地も決めずに散歩をするのが僕の日課。
　コツコツと町に響く靴の音が好きだ」

小江戸川越バウムクーヘン
ノリスケさん
川越市元町2-1-3 小江戸横丁1F
049-228-1186
10：30-17：00
月曜・第3木曜休

⇒ 店長の野崎さん、ところでなんで
　 「ノリスケさん」なんですか？

「バームクーヘンはお祝いのお
菓子。みなさんのお祝い事の助
けになるお店にしたくて、“ 祝
（のり）助（すけ）さん ” にし
てみました！」

ノリスケさんの

「河越抹茶バームクーヘン」
　

最
初
に
ノ
リ
ス
ケ
さ
ん
の
バ
ー
ム
ク

ー
ヘ
ン
を
食
べ
た
と
き
の
衝
撃
と
い
っ

た
ら
！

　

ふ
ん
わ
り
、
し
っ
と
り
！ 

の
食
感

に
す
っ
か
り
や
み
つ
き
に
な
り
ま
し
た
。

　

国
産
小
麦
を
使
用
す
る
な
ど
、
素
材

に
も
こ
だ
わ
り
が
。

　

観
光
客
に
も
有
名
な
お
店
で
す
が
、

実
は
地
元
に
こ
そ
フ
ァ
ン
が
多
い
ノ
リ

ス
ケ
さ
ん
。
お
店
で
焼
い
て
い
る
の
で

と
に
か
く
フ
レ
ッ
シ
ュ
だ
し
、
1
ホ
ー

ル
で
5
0
0
円
〜
と
値
段
も
リ
ー
ズ
ナ

ブ
ル
な
ん
で
す
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
バ

ニ
ラ
味
や
サ
ツ
マ
イ
モ
味
の
他
に
季
節

ご
と
の
味
も
楽
し
め
る
け
ど
、
一
番
の

お
す
す
め
は
や
っ
ぱ
り
深
い
緑
色
の
河

越
抹
茶
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
（
1
ホ
ー
ル 

6
0
0
円
）。
ほ
ん
の
り
鼻
に
抜
け
る

さ
わ
や
か
な
抹
茶
味
は
、
手
土
産
に
も

ぴ
っ
た
り
。

　

子
ど
も
た
ち
も
よ
ろ
こ
ぶ
、
こ
こ
で

し
か
買
え
な
い
絶
品
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
。

い
つ
か
は
1
本
（
約
8
ホ
ー
ル
分
）
を

注
文
す
る
の
が
夢
！

住
ん
で
る
ひ
と
こ
そ
買
い
に
く
る
、

川
越
で
し
か
買
え
な
い
逸
品
を

紹
介
し
ま
す

いつものください！

vol.1

51 50



prem
ium
 inform

ation

  「ますます繁盛！」の意味を込めて、今年も
一番街で二升五合市を開催します。観光の方
だけでなく地元の方も楽しめる企画が盛りだ
くさん。江戸情緒あふれる舞台で、とってお
きの逸品を探してみませんか？　全店参加型
のスタンプラリーでは、スタンプを集めると
金券として木札（500円分／1000円分）を進
呈。また、最終日の3月26日（土）には、「江
戸の日」として時代劇や和楽器のライブ、お
休み処の設置、町人扮装も楽しめます。小江
戸の一日、地元のひともぜひご一緒にお楽し
み下さい。
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

●お問合せ　川越一番街商店街 HP

https://kuradukuri.com/

編
集
後
記

next issue

2016年3月発行予定

kawagoe premium 3

特集 1

洋風建築が語る川越のこと
特集 2

洋食を楽しもう！
特集 3

川越・桜花爛漫。
連載 newcomer
 川越 day & night
 川越四方山話
 cinema!  cinema!  cinema!
 川越人
 僕と散歩と気ままなレシピ
 いつものください！

etc.

　無事、kawagoe premium 2号を
発行できました。ご協力いただき
ました街の皆さま、ありがとうご
ざいます。今回は普段なかなか入
ることのできない職人さんの仕事
場にお邪魔させていただきました。
その手から生み出されるものはす
べてにおいて美しく、人間の手仕
事のすばらしさ、日本人の気質を
感じます。また取材先に伺うと、
小中学校の先輩たちがたくさん活
躍されており、地元ならではの話
で盛り上がったりいつも楽しい時
間を過ごさせていただいています。
3号は 3月末発行予定です。引き
続き応援をよろしくお願いいたし
ます。

二升五合市［一番街商店街］
平成28年3月19日［土］－26日［土］

◤

※イベント内容は変更になることがあります。
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